
 

 

    ９－２① 

 

学校周辺で事件が起きたとき、子供たちの安全は、 

どう確保されるの。 

 

 

具体例  ①在校中に、学校近辺において事件等が発生し、警察から犯人が逃走中であると連 

    絡があった場合。 

    ②児童登下校時に学区内で事件が発生し、児童に危険性があると判断した場合。 

 

 

緊急対応 学   校 家   庭 

＜在校中の事件＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜登校に際し安全

確認できた場合＞ 

 

 

 

<下校の際の事件> 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜帰宅後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 警察に情報提供を依頼する。 

○ 地域関係者から情報を収集する。 

○ 教職員に事件発生を周知する。 

 （緊急時は、校内放送をする） 

○ 役割分担をして、児童の安全確保にあ 

たる。 

 ・校内や学校周辺の見回り 

 ・校庭での授業や活動を避ける。 

○ 文書・一斉メール等で概要を知らせる。 

※ 児童が緊急事態で、通常より早く下校 

する場合は、マチコミ等で連絡する。  

 

○ 警察に情報提供を依頼する。 

○ 地域関係者から情報を収集する。 

○ 複数の教職員を派遣し、安全を確保し 

ながら一緒に登校する。（地区担当） 

 

○ 警察に情報提供を依頼する。 

○ 地域関係者から情報を収集する。 

○ マチコミ等にて保護者に連絡を入れ

る。 

※ 安全が確認された場合は、複数の教職 

員を派遣し、安全を確保しながら一緒

に下校する。（地区担当） 

※ 安全が確認されない場合は、学校で職

員とともに待機する。 

○ 家庭や地域での過ごし方を指導 

 ・遊びに出ない。 

 ・外で、一人で行動しない。 

○ 翌日の集団登校の注意事項指導 

 

 

○ 不審者などに対しての行動の仕方 

を普段から話し合っておく。 

 

 

 

 

 

 

 

※通常より早く下校する場合は、引き 

渡 し の 連 絡 を 入 れ ま す 。       

           

○  家から集合場所まで一緒について 

見守る。 

（できれば学校まで登校する） 

 

 

 

 

 

○ お迎えをお願いします。 

 

 

 

 

 

○ 地域での連携を図る。 

（子ども 110 番の家 等） 

○ 登下校への配慮をする。 

○ 気付いたことを学校へ連絡する。 

※ 緊急を要する時は、警察へ 

 

 

 



 

 

 


